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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第61期

第３四半期累計期間
第62期

第３四半期累計期間
第61期

会計期間
自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日

自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日

自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日

売上高 (千円) 1,057,784 1,046,670 1,543,963

経常利益 (千円) 59,712 93,291 207,014

四半期（当期）純利益 (千円) 33,245 63,388 122,445

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) － － －

資本金 (千円) 130,583 130,583 130,583

発行済株式総数 (株) 1,873,500 1,873,500 1,873,500

純資産額 (千円) 1,445,903 1,559,149 1,535,103

総資産額 (千円) 1,969,512 1,986,290 1,978,116

１株当たり四半期（当期）
純利益金額

(円) 18.67 33.83 67.89

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

(円) － － －

１株当たり配当額 (円) － － 21.00

自己資本比率 (％) 73.4 78.5 77.6
 

 

回次
第61期

第３四半期会計期間
第62期

第３四半期会計期間

会計期間
自　平成25年10月１日
至　平成25年12月31日

自　平成26年10月１日
至　平成26年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 15.97 17.51
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　当社は、関連会社がないため、持分法を適用した場合の投資利益は記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業

等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

(1) 業績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国の経済は、大胆な金融緩和による円安の進行により輸出企業を中心に利益

が増加したものの輸出量は減少しており、また、７－９月期の国内総生産（ＧＤＰ）は前期比年率1.9％の減少と

なったことなどから、消費税の10％への引き上げが平成29年４月からに延期されるなど、いまだ成長軌道には戻っ

ておらず先行き不透明な状況が続いております。

このような状況のもと、当社は自社及び自社製品の知名度の浸透に努め、既存製品の改良や性能向上による差別

化により新たな需要分野への展開・進出を図るとともに、生産性の向上とコスト削減により採算性を重視した経営

に努めてまいりました。

以上の結果、当第３四半期累計期間の受注につきましては、中小企業の設備投資計画は回復しておらず、

1,286,337千円(前年同期比1.7％減)となりました。売上高につきましても、電力会社関連企業への販売が増加した

ものの、石油化学関連企業や国内一般製造工場等への販売が減少したため、1,046,670千円(同1.1％減)となりまし

た。営業損益は、販売費及び一般管理費のコスト削減などにより91,954千円(同18.6％増)の営業利益となりまし

た。営業外損益は経営成績に影響を及ぼす項目はなく、経常利益は営業利益とほぼ同額の93,291千円(同56.2％増)

となりました。この結果、当第３四半期累計期間の四半期純利益は、63,388千円(同90.7％増)となりました。

 

当社の製品別の業績は次のとおりであります。

[ポンプ製品]

　受注面は、食品関連企業への脱泡脱気ポンプや製鉄関連企業からの受注が増加したものの、石油化学関連企業や

国内一般製造工場等からの受注が減少したことなどにより、515,896千円(前年同期比7.9％減)となりました。

売上高につきましては、石油化学関連企業への販売が減少したものの、機械関連企業や電力会社関連企業への販

売が増加したことにより、441,374千円(同8.6％増)となりました。

 

[バルブ製品]

　受注面は、海外からの引合が増加したものの、官公庁からの受注が減少したため、244,392千円(前年同期比

10.3％減)となりました。

売上高につきましては、官公庁への販売が大幅に減少したため、138,535千円(同31.1％減)となりました。

 

[部品・サービス]

　受注面は、官公庁や電力会社関連企業からの受注が増加したことにより、526,047千円(前年同期比10.6％増)と

なりました。

売上高につきましては、官公庁への販売が堅調であったものの、国内一般製造工場等への販売が減少したため、

466,760千円(同3.6％増)となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第３四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末と比較して8,173千円増加し、1,986,290千円となりました。

その主な増減要因は、現金及び預金が68,815千円、仕掛品が9,320千円、その他の流動資産が6,178千円それぞれ増

加しましたが、受取手形及び売掛金が44,734千円、商品及び製品が18,548千円、有形固定資産が10,177千円それぞ

れ減少したことなどによります。

負債につきましては、前事業年度末と比較して15,872千円減少し、427,141千円となりました。その主な増減要

因は、賞与引当金が23,166千円、その他の流動負債が9,837千円それぞれ増加しましたが、支払手形及び買掛金が

20,465千円、未払法人税等が26,393千円それぞれ減少したことなどによります。

また、純資産は、前事業年度末と比較して24,045千円増加し、1,559,149千円となりました。その主な増減要因

は、利益剰余金が四半期純利益を63,388千円計上したものの、株主配当金の支払のため39,342千円減少したことに

よります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じ

た課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第３四半期累計期間における研究開発費の総額は、25,493千円であります。

なお、当第３四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 6,400,000

計 6,400,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,873,500 1,873,500
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は100株でありま
す。

計 1,873,500 1,873,500 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年12月31日 － 1,873,500 － 130,583 － 90,583
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社横田製作所(E27530)

四半期報告書

 5/14



 

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成26年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

平成26年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等) － － －

完全議決権株式(その他) 普通株式 1,872,900
 

18,729 －

単元未満株式 普通株式 600
 

－ －

発行済株式総数 1,873,500 － －

総株主の議決権 － 18,729 －
 

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、自己株式（自己保有株式）36株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成26年10月１日から平成26年

12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。

 

３　四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 979,898 1,048,714

  受取手形及び売掛金 232,390 ※  187,656

  商品及び製品 31,037 12,489

  仕掛品 48,969 58,289

  原材料及び貯蔵品 75,432 72,768

  その他 35,082 41,260

  貸倒引当金 △1,833 △1,468

  流動資産合計 1,400,978 1,419,710

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 60,859 57,826

   機械及び装置（純額） 84,043 73,454

   工具、器具及び備品（純額） 6,330 9,815

   土地 366,082 366,082

   その他（純額） 106 66

   有形固定資産合計 517,422 507,244

  無形固定資産 3,178 3,797

  投資その他の資産 56,537 55,537

  固定資産合計 577,137 566,579

 資産合計 1,978,116 1,986,290

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 110,535 ※  90,069

  未払法人税等 27,050 656

  製品保証引当金 4,631 4,598

  賞与引当金 36,798 59,964

  その他 78,859 88,697

  流動負債合計 257,873 243,985

 固定負債   

  退職給付引当金 109,061 109,061

  役員退職慰労引当金 76,077 74,094

  固定負債合計 185,139 183,156

 負債合計 443,013 427,141

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 130,583 130,583

  資本剰余金 122,580 122,580

  利益剰余金 1,281,973 1,306,019

  自己株式 △34 △34

  株主資本合計 1,535,103 1,559,149

 純資産合計 1,535,103 1,559,149

負債純資産合計 1,978,116 1,986,290
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

売上高 1,057,784 1,046,670

売上原価 596,115 591,399

売上総利益 461,669 455,270

販売費及び一般管理費 384,143 363,315

営業利益 77,526 91,954

営業外収益   

 受取利息 31 278

 受取配当金 80 80

 受取家賃 925 1,028

 違約金収入 － 101

 作業くず売却益 1,080 917

 為替差益 214 1,470

 雑収入 743 753

 営業外収益合計 3,075 4,629

営業外費用   

 売上債権売却損 525 598

 売上割引 3,551 2,670

 株式公開費用 16,812 －

 雑損失 － 24

 営業外費用合計 20,889 3,293

経常利益 59,712 93,291

税引前四半期純利益 59,712 93,291

法人税等 26,466 29,903

四半期純利益 33,245 63,388
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(四半期貸借対照表関係)

※　四半期末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しております。

なお、当第３四半期末日が金融機関の休日であったため、次の四半期末日満期手形を満期日に決済が行われたも

のとして処理しております。

 

 
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成26年12月31日)

受取手形 －千円 1,207千円

支払手形 － 〃 8,237 〃
 

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日)

減価償却費 26,865千円 25,375千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日)

１　配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 30,996 400.00 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となるも

の

該当事項はありません。

 

３　株主資本の著しい変動

当社は、平成25年６月13日付で株式会社大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ(スタンダード)市場に上場いたしました。

この株式上場にあたり、平成25年６月12日を払込期日とする有償一般募集(ブックビルディング方式による募集)に

よる新株式の発行及び自己株式の処分により、資本金及び資本準備金がそれぞれ66,240千円、その他資本剰余金が

31,997千円増加しております。また、平成25年７月12日を払込期日とするオーバーアロットメントによる売出しに

関連した第三者割当増資により、資本金及び資本準備金がそれぞれ24,343千円増加しております。

この結果、当第３四半期会計期間末において、資本金が130,583千円、資本剰余金が122,580千円となっておりま

す。

なお、ＪＡＳＤＡＱ市場は、平成25年７月16日の現物株市場の統合により株式会社東京証券取引所となっており

ます。

 

当第３四半期累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日)

１　配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月26日
定時株主総会

普通株式 39,342 21.00 平成26年３月31日 平成26年６月27日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となるも

の

該当事項はありません。

 

 

EDINET提出書類

株式会社横田製作所(E27530)

四半期報告書

11/14



(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社はポンプ及びバルブの製造販売事業の単一セグメントであるため、セグメント情報については記載しており

ません。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日)

　１株当たり四半期純利益金額 18.67 33円83銭

　(算定上の基礎)   

　　四半期純利益金額(千円) 33,245 63,388

　　普通株主に帰属しない金額(千円) － －

　　普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 33,245 63,388

　　普通株式の期中平均株式数(株) 1,780,724 1,873,464
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 
 

 
平成２７年２月６日

 

株  式  会  社    横  田  製  作  所

 

取    締    役    会      御    中
 

 

有限責任監査法人  ト  ー  マ  ツ  

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士    工    藤    重    之    ㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   宮   本   芳   樹   ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社横

田製作所の平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日までの第６２期事業年度の第３四半期会計期間（平成２６年

１０月１日から平成２６年１２月３１日まで）及び第３四半期累計期間（平成２６年４月１日から平成２６年１２月３

１日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社横田製作所の平成２６年１２月３１日現在の財政状態及び同日を

もって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において

認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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